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定
例
会・議
案
の
内
容

●
２
月
26
日

・
旧
年
度
議
案
審
議

●
２
月
28
日

・
代
表
質
問

●
３
月
２
日

・
代
表
質
問

・
総
括
質
疑

●
３
月
３
日
〜
５
日

・
総
括
質
疑

●
３
月
６
日

・
都
市
環
境
委
員
会

・
教
育
民
生
委
員
会

●
３
月
９
日

・
総
務
委
員
会補

正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
６
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
７
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

▼
議
案
第
８
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）

▼
議
案
第
９
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

開
催
収
入
を
２
１
４
億
８
１
２
０

万
円
増
額
す
る
と
と
も
に
、
収
益
的

支
出
の
競
走
実
施
費
を
１
８
８
億
４

０
５
万
８
千
円
増
額
す
る
な
ど
。

▼
議
案
第
10
号　

本
島
緑
の
再
生
基

金
条
例
の
廃
止

　

再
生
事
業
の
実
施
に
よ
り
、
焼
失

し
た
林
野
の
再
生
が
図
れ
た
た
め
廃

止
す
る
。

▼
議
案
第
11
号
　
森
林
環
境
整
備
基

金
条
例
の
制
定

令
和
元
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
１
号　

一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
５
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
14
億
５
１
８

５
万
１
千
円
を
減
額
し
、
総
額
を
４

９
５
億
１
２
７
６
万
８
千
円
と
す
る
。

　

主
な
内
容
は
、
市
道
南
三
浦
上
分

線
道
路
整
備
事
業
費
６
０
５
８
万
２

千
円
、
公
立
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
環
境
施
設
整
備
事
業
費
３
億

７
０
８
０
万
円
を
計
上
す
る
な
ど
。

▼
議
案
第
２
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
３
号　

公
共
下
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
議
案
第
４
号　

農
業
集
落
排
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
議
案
第
５
号　

駐
車
場
特
別
会
計

　

森
林
環
境
譲
与
税
の
交
付
に
伴

い
、
基
金
を
設
置
す
る
。

▼
議
案
第
12
号　

委
託
協
定
の
締
結

（
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
理
施
設
ほ

か
建
設
工
事
）

　

工
事
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
日

本
下
水
道
事
業
団
と
仮
協
定
を
締
結

し
た
の
で
、議
会
の
議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
13
〜
14
号
　
委
託
変
更
協

定
の
締
結

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
水
処
理
施
設
建
設

工
事
及
び
城
北
ポ
ン
プ
場
ほ
か
長
寿

命
化
工
事
の
契
約
に
つ
い
て
、
協
定

の
一
部
を
変
更
す
る
た
め
、
議
会
の

議
決
を
求
め
る
。

▼
議
案
第
15
号　

市
道
路
線
の
認
定

お
よ
び
変
更

　

柞
原
西
村
２
号
線
ほ
か
13
路
線
を

市
道
と
し
て
認
定
す
る
な
ど
。

令
和
２
年
度
関
係
議
案

▼
議
案
第
16
号　

一
般
会
計
予
算

　

総
額
５
２
５
億
円
。
人
件
費
や
扶

助
費
、
公
債
費
の
合
計
約
２
５
４
億

円
、
歳
出
全
体
の
48
・
４
％
。
投
資

的
経
費
は
、
市
庁
舎
等
複
合
施
設
の

整
備
や
丸
亀
城
石
垣
復
旧
事
業
の
進

捗
な
ど
か
ら
約
13
億
６
１
０
０
万

円
、
前
年
度
比
12
・
３
％
の
増
加
。

経
常
収
支
比
率
は
96
・
１
％
で
前
年

度
に
比
べ
３
・
１
ポ
イ
ン
ト
の
改
善
。

▼
議
案
第
17
号　

国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
予
算

　

総
額
１
２
３
億
７
７
０
０
万
円
。

制
度
の
安
定
的
運
営
に
向
け
た
各
種

施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

▼
議
案
第
18
号　

国
民
健
康
保
険
診

療
所
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
１
９
５
０
万
円
。
本
島

中
学
校
を
活
用
し
た
診
療
所
の
整
備

に
着
手
す
る
ほ
か
、
機
器
の
購
入
な

ど
を
行
う
。

▼
議
案
第
19
号　

駐
車
場
特
別
会
計

予
算

　

総
額
１
億
４
８
２
０
万
円
。
老
朽

化
し
た
手
す
り
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

改
修
工
事
を
行
う
。

▼
議
案
第
20
号　

後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
予
算

　

総
額
15
億
１
８
０
０
万
円
。
広
域

連
合
で
運
営
さ
れ
る
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
窓
口
事
務
費
用
な
ど
。

▼
議
案
第
21
号　

介
護
保
険
特
別
会

計
予
算

　

総
額
90
億
１
４
０
０
万
円
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
高

齢
者
が
在
宅
で
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
努
め
る
。

▼
議
案
第
22
号　

介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
事
業
特
別
会
計
予
算

　

総
額
１
億
７
３
０
万
円
。
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
係
る
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

▼
議
案
第
23
号　

下
水
道
事
業
会
計

予
算

●
３
月
10
日
〜
13
日
、

16
日

・
予
算
特
別
委
員
会

●
３
月
25
日

・
委
員
長
報
告

・
討
論
・
採
決

議
案
の
内
容

議
案
の
内
容

２
月
26
日
〜
３
月
25
日（
29
日
間
）

２
月
26
日
〜
３
月
25
日（
29
日
間
）

３
月
定
例
会

３
月
定
例
会
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定
例
会・議
案
の
内
容

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
。

▼
議
案
第
23
号　

下
水
道
事
業
会
計

予
算

　

総
額
75
億
５
１
９
６
万
円
。
ポ
ン

プ
場
の
長
寿
命
化
、
新
浄
化
セ
ン
タ

ー
の
整
備
に
向
け
、
建
設
工
事
を
継

続
す
る
。

▼
議
案
第
24
号　

モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト

競
走
事
業
会
計
予
算

　

総
額
８
７
１
億
７
６
１
２
万
３
０

０
０
円
。
Ｇ
Ⅱ
レ
ー
ス
１
回
、
Ｇ
Ⅰ

レ
ー
ス
を
２
回
開
催
予
定
。

▼
議
案
第
25
号　

職
員
の
服
務
の
宣

誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
服
務
の
宣

誓
に
つ
い
て
、
新
た
な
規
定
を
追
加

す
る
。

▼
議
案
第
26
号　

丸
亀
市
議
会
の
議

員
そ
の
他
非
常
勤
の
職
員
の
公
務
災
害

補
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
う
ち
、
フ

ル
タ
イ
ム
の
職
員
に
つ
い
て
、
公
務

災
害
時
の
補
償
基
礎
額
を
新
た
に
規

定
す
る
。

▼
議
案
第
27
号　

丸
亀
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の
答
申
に

基
づ
き
、
額
の
改
定
を
行
う
。

▼
議
案
第
28
号　

介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

一
部
拡
充
し
た
介
護
保
険
料
の
軽

減
措
置
を
、
完
全
実
施
と
す
る
た
め

所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
29
号　

健
や
か
子
ど
も
基

金
条
例
の
一
部
改
正

　

県
の
新
た
な
基
金
事
業
に
合
わ

せ
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
30
号　

個
人
番
号
の
利
用

及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴

い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
31
号　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
条
例
の
一
部
改
正

　

飯
山
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の

新
築
に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
32
号　

手
数
料
条
例
の
一

部
改
正

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
伴

い
、
交
付
手
数
料
を
定
め
る
。

▼
議
案
第
33
号　

印
鑑
条
例
の
一
部

改
正

　

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限

に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た

め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、
印
鑑
登
録
資
格

の
条
項
に
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
34
号　

市
営
住
宅
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　

民
法
改
正
に
伴
う
債
券
関
係
規
定

の
見
直
し
に
合
わ
せ
、
連
帯
保
証
人

の
廃
止
な
ど
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
35
号　

特
別
会
計
条
例
の

一
部
改
正

　

地
方
公
営
企
業
法
第
２
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
36
号　

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
減
債
基
金
条
例
の
廃
止

　

地
方
公
営
企
業
法
第
２
条
第
３
項
の

規
定
に
基
づ
き
、本
条
例
を
廃
止
す
る
。

▼
議
案
第
37
号　

産
業
振
興
条
例
の

一
部
改
正

　

用
語
の
追
加
を
は
じ
め
と
す
る
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
38
号　

消
防
団
員
の
定

員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
団
員
の
充
実
強
化
を
図
る
た

め
、
定
年
の
見
直
し
な
ど
措
置
を
講

じ
る
。

▼
議
案
第
39
号　

市
立
学
校
条
例
の

一
部
改
正

　

本
島
中
学
校
と
本
島
小
学
校
の
併

設
に
伴
い
、
住
所
の
変
更
を
行
う
。

▼
議
案
第
40
号　

市
立
学
校
体
育
施

設
使
用
条
例
の
一
部
改
正

　

併
設
前
に
使
用
し
て
い
た
本
島
中

学
校
の
施
設
は
体
育
施
設
と
し
て
の

用
途
を
廃
止
す
る
た
め
、
所
要
の
改

正
を
行
う
。

▼
議
案
第
41
号　

放
課
後
留
守
家
庭

児
童
会
条
例
の
一
部
改
正

　

施
設
整
備
や
冬
季
休
業
日
の
短
縮

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
42
号　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正

　

み
な
し
支
援
員
に
か
か
る
経
過
措

置
の
年
限
を
延
長
す
る
な
ど
、
所
要

の
改
正
を
行
う
。

▼
議
案
第
43
号　

監
査
委
員
条
例
及

び
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
事
業
の
設

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
。

▼
決
議
案
第
１
号　

一
般
会
計
予
算

に
対
す
る
附
帯
決
議

▼
委
員
会
提
出
議
案
第
１
号　

子
ど

も
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
議
員
提
出
議
案
第
１
号　

丸
亀
市

議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

▼
議
員
提
出
議
案
第
２
号　

市
長
専

決
処
分
事
項
の
指
定
に
関
す
る
件
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

▼
意
見
書
案
第
１
号　

厚
生
労
働
省

に
よ
る
「
地
域
医
療
構
想
」
推
進
の

た
め
の
公
立
・
公
的
病
院
の
「
再

編
・
統
合
」
に
抗
議
し
、
地
域
医
療

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

▼
決
議
案
第
２
号　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
支
援
等
を

求
め
る
決
議
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自
然
災
害
の
発
生
規
模
は

年
々
大
き
く
な
っ
て
お
り
、

想
定
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

の
が
実
情
だ
が
、
新
た
に
導

入
さ
れ
る
機
能
別
消
防
団

員
制
度
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

消
防
長　

機
能
別
団
員
と

は
特
定
の
職
務
に
限
っ
て

従
事
す
る
団
員
の
こ
と
で
、
救
命

救
助
講
習
や
音
楽
隊
な
ど
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
活
動
す
る
予
防
・
広
報

団
員
や
、
地
域
に
精
通
す
る
事
業

者
に
よ
る
情
報
収
集
団
員
な
ど
が

あ
る
。
市
で
は
、
大
規
模
災
害
時

に
お
け
る
後
方
支
援
活
動
を
任
務

と
し
た
機
能
別
団
員
の
導
入
を
予

定
し
て
お
り
、
消
火
や
救
助
活
動

の
経
験
が
豊
富
な
消
防
団
Ｏ
Ｂ
で

あ
る
こ
と
を
要
件
と
し
て
い
る
。

Ａ Ｑ

会
派
メ
ン
バ
ー

武
田　

孝
三
・
香
川　
　

勝

川
田　

匡
文
・
真
鍋　

順
穗

松
永　

恭
二
・
横
田　

隼
人

小
橋　

清
信
・
山
本　

直
久

大
前　

誠
治

　

丸
亀
市
民
の
心
の
寄
り
ど

こ
ろ
、
丸
亀
市
の
シ
ン
ボ
ル

で
あ
る
丸
亀
城
の
崩
落
石
垣

復
旧
復
興
事
業
。
よ
う
や
く

本
格
的
な
工
事
が
開
始
さ
れ

た
が
、
市
民
と
の
約
束
で
あ

る
令
和
５
年
度
の
完
成
は
図

れ
る
の
か
。
ま
た
、
は
ら
み

だ
し
が
目
立
つ
北
面
石
垣
に

は
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
る

の
か
。

教
育
部
長　

現
在
予
定
し

て
い
る
工
程
は
、
令
和
２

年
度
中
に
帯
曲
輪
石
垣
の
解
体
工

事
と
崩
落
石
材
の
回
収
を
完
了
予

定
。
そ
の
後
は
、
令
和
３
年
度
に

帯
曲
輪
石
垣
の
復
旧
工
事
、
令
和

４
年
度
か
ら
５
年
度
に
か
け
て
三

の
丸
石
垣
の
復
旧
工
事
を
行
う
。

ま
た
、
来
年
度
は
石
垣
の
レ
ー
ザ

ー
測
量
を
行
い
、
ど
の
程
度
の
は

ら
み
だ
し
が
あ
る
か
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
石
垣
基
礎
部
の
地
盤

調
査
、
安
定
地
盤
で
あ
る
か
の
確

認
を
行
い
、
石
垣
が
崩
落
す
る
危

険
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
れ
ば
、

早
急
に
立
入
禁
止
な
ど
安
全
対
策

を
講
じ
て
人
的
被
害
を
防
ぎ
、
石

垣
修
理
や
地
盤
補
強
な
ど
を
計

画
、
実
施
す
る
。

Ａ Ｑ

　

今
回
の
市
政
方
針
作
成
に

あ
た
り
、
市
長
は
満
足
さ
れ

て
い
る
か
。
第
２
次
総
合
計

画
に
沿
っ
て
は
い
る
が
、
目

玉
と
な
る
項
目
が
な
い
。
７

年
前
と
３
年
前
に
作
成
さ
れ

た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、
市
政

方
針
の
ど
こ
に
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。
改
め
て
、
ど
ん

な
丸
亀
市
に
し
た
い
の
か
、

市
長
の
考
え
を
。

市
長　

こ
の
７
年
間
は
人

口
構
造
の
変
化
な
ど
が
も

た
ら
す
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

す
る
た
め
、
安
心
・
安
全
の
基
盤

構
築
を
初
め
、
子
育
て
支
援
と
教

育
環
境
の
充
実
や
健
康
福
祉
施
策

の
推
進
な
ど
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
き
た
。
新
年
度
に
お
い
て
も
こ

う
し
た
取
り
組
み
の
着
実
な
推
進

と
さ
ら
な
る
深
化
に
取
り
組
む
ほ

か
、
目
下
の
課
題
で
あ
る
新
庁
舎

や
市
民
交
流
活
動
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
整
備
と
丸
亀
城
の
石
垣
崩
落
対

策
に
加
え
、
情
報
技
術
を
活
用
し

た
行
政
運
営
へ
の
挑
戦
な
ど
、
今

や
る
べ
き
こ
と
と
未
来
社
会
の
布

石
と
な
る
取
り
組
み
を
盛
り
込

み
、
私
の
決
意
と
し
て
市
政
方
針

で
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ

う
し
た
積
み
重
ね
に
よ
り
、
豊
か

で
く
ら
し
や
す
い
ま
ち
丸
亀
を
実

現
し
て
い
き
た
い
。

Ａ Ｑ

機
能
別
消
防
団
員
制
度
と
は

丸
亀
城
の
石
垣
再
建
は

表代 質 問

７
年
間
の
梶
市
政
に
つ
い
て

丸亀城石垣復旧工事
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